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「戦後ゾルケ団」「第二のゾルケ事件」の謀略？-米国陸軍情句

報部(MIS/CIC)1953年「伊藤雅夫とその仲間たち」ファイルから

１ゾルゲ・尾崎処刑70周年にあたって「上海ゾルゲ団｣、戦後情報戦に注目を

●報告者は、今春『ゾルゲ事件一覆された神話』（平凡社新書）を刊行した。冷戦崩壊後
に世界で現れたゾルゲ事件についての新資料・新事実・新研究を.トレースし、現段階で残
された謎を､改めて提示した｡その中心的主張の一つＩま､ゾルゲ事件とは太平洋戦争前夜、
日本特高警察による1941年のリヒアルト・ゾノレゲ､尾崎秀実らの逮捕とその後の裁判記録
に出てくる日ソ戦回避のための「東京ゾルゲ団」の諜報活動に留まるものではない、とい
うことである。1930-32年末には、「上海ゾルゲ団』があった。事件が知られるようになっ
たのは、日本敗戦後のことである。それも当初は尾崎秀実の反戦平和運動としてであった
が、米国占領軍GHQ/G2ウイロビー将軍らが事件を再調査し1949年「ウイロビー報告」を
発表、ソ連と国際共産主義運動の陰謀の戦後への継続を大々的に宣伝して、当時の米国マ
ッカーシズムと東西冷戦の情報戦に用いようとした。
その結果、その後のゾルゲ事件の事実解明と研究が冷戦の影を帯びた。米国とソ連の双
方から「Intelligenceの必要性」を強調する教材として窓意的に構成され、「２０世紀最大
のスパイ事件」と語られるまでになった。その副産物として、日本では特高警察が仕掛け
米軍が作為した「伊藤律発覚端緒説」が長く通説とされ、また米国・ソ連・日本・ドイツ・
中国など当事国のゾルゲ事件への注目点が大きく異なって展開した問題を指摘した。

●今年2014年は、１９４４年１１月７日にゾルゲ・尾崎が死刑に処されて７０周年になる。
私の『ゾルゲ事件』は、昨年９月上海での国際シンポジウム報告を踏まえたものであった
が、今回のシンポジウムでは、中国、ロシアからの専門家を迎え、昨年クローズアップさ
れた1930-32年の上海におけるゾルゲ諜報団の活動が、いっそう明らかになるであろう。
私自身は、『ゾルゲ事件』で、上海においてゾルゲに尾崎秀実を紹介したのは、日本の死刑
判決文やウィロビーらの言うアグネス。スメドレーではなく米国共産党員鬼頭銀一であっ
たこと、上海におけるゾルゲの活動は、上海のドイツ人ネットワーク、周恩来・潜漢年ら
の中国共産党中共特科、陳翰笙ら欧州で学んだ中国共産党員によって支えられ、これまで
未解明の［上海ゾルゲ団」が重要な役割を果たしたことを述べた。
この点で、今回ロシアから来日するミハイル・ア陸クセーエフ氏は、現在日露歴史研究

センター『ゾルゲ事件関係外国語文献翻訳集』に日本語訳を連載中の『あなたのラムゼイ
リヒアルト・ゾルゲと中国におけるソ連軍事諜報機関1930-33』において、ゾルゲが上海
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